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令和４年度第２回渋川市総合教育会議（R4.11.17）

ヤングケアラーに関する渋川市の取組状況

令和３年度

７月２９日（木） 政策戦略会議

場所 本庁舎庁議室

出席 市長、教育長、市長戦略部長、福祉部長、教育部長

地域包括ケア課長、こども課長、教育総務課長、学校教育課長

議題 ヤングケアラーの現状把握及び支援策について（第１回）

結果 今後の取組課題として、認識を広めるための周知の必要性を確認す

るとともに、早期発見のための具体的なアクションを検討していく

こととした。

２月１５日（火） 政策戦略会議

場所 本庁舎庁議室

出席 市長、教育長、市長戦略部長、福祉部長、教育部長

地域包括ケア課長、こども課長、教育総務課長、学校教育課長

こども課子育て支援係長

議題 ヤングケアラーの現状把握及び支援策について（第２回）

結果 ヤングケアラーの数を把握する調査が他自治体で始まりつつある

中、本市では、人数を把握するだけでなく、困っている子どもに関

わりを持ち、救っていくことが目標であることを確認した。

また、ヤングケアラーの窓口をこども課とし、庁内が連携してサ

ポート体制を構築していくこととした。

２月１６日（水） ヤングケアラー研修会（第１回）

場所 金島ふれあいセンター

出席 子ども・子育て会議委員、教育委員会委員、主任児童委員

市長、教育長、市長戦略部職員、福祉部職員、教育委員会職員、小

中学校教職員

講演 中部教育事務所スクールソーシャルワーカー 藤澤都茂子先生

「ヤングケアラーの理解と支援」

・手伝いとヤングケアラーの境界線

・ヤングケアラーが受ける影響

・効果的な支援、その姿勢や方向性
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令和４年度

５月２７日（金） 政策戦略会議

場所 本庁舎庁議室

出席 市長、教育長、市長戦略部長、福祉部長、教育部長

地域包括ケア課長、こども課長、教育総務課長、学校教育課長

こども課子育て支援係長

議題 ヤングケアラーの現状把握及び支援策について（第３回）

結果 ヤングケアラーの調査は、生徒の困りごとを聞き取る内容を中学校

の生活アンケートに加えて実施することとした。子どもの悩みに寄

り添った結果、ヤングケアラーだったという姿勢で取り組む。

５月から６月 ヤングケアラーの認知度調査

目的と方法 ヤングケアラーの認知度とその情報源を把握し、今後の周知

方法の検討につなげるため、「市民意識調査」及び「中学生

・高校生意識調査」にヤングケアラーの項目を追加した。

調査対象及び調査票配布数・回収数

・市内に居住する１８歳以上の市民 無作為4,000通（回収1,498通）

・市内の中学校に通う２年生 660通（回収545通）

・市内の高等学校に通う２年生 840通（回収686通）

設問項目

・ヤングケアラーという言葉を聞いたことがあるか。

・ヤングケアラーという言葉をどこで知ったか。

調査結果

ヤングケアラーという言葉を聞いたことがあるか。

回 答 一般 高校２年生 中学２年生

聞いたことがあり、内容も 51.3(％) 41.5(％) 27.9(％)

知っている。

聞いたことはあるが、内容 24.5 20.3 22.2

はよく知らない。

聞いたことはない。 21.9 37.6 49.4

無回答 2.3 0.6 0.6

※市民意識調査及び中学生・高校生意識調査より抜粋（市政策創造課集計）
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ヤングケアラーという言葉をどこで知ったか。

回 答 一般 高校２年生 中学２年生

テレビ、新聞、ラジオ 89.1(％) 61.1(％) 44.7(％)

勤め先、学校 4.2 52.8 43.2

ＳＮＳ、インターネット 24.7 33.5 21.2

友人や知人から聞いた 4.0 5.0 28.9

雑誌、本 12.6 9.0 14.3

広報、チラシ、掲示物 8.1 6.4 5.5

イベント、交流会 0.7 0.5 2.6

その他 2.6 2.6 4.4

※市民意識調査及び中学生・高校生意識調査より抜粋（市政策創造課集計）

７月１日 広報しぶかわでの周知（別紙参照）

掲載内容 令和２年度厚生労働省の調査結果、周りの大人ができること、

主な相談窓口、ヤングケアラーはこんな子どもたちです

７月から開始 中学校での生活アンケートによる現状把握

対象 市内中学生

方法 毎月の生活アンケートに困り感をつかみ取れる項目を追加した。

内容 「自分の時間が持てなくて困っていますか。」の設問を追加し、ど

んなことに時間を費やされているか確認する。必要に応じて面談を

実施し、その結果をこども課に集約し、必要な支援を検討するとと

もに、関係機関による連携体制を構築していく。

１２月 ヤングケアラー研修会（第２回）

目的 ヤングケアラーに気づき、寄り添える地域をつくる。

対象 福祉サービス事業者など（在宅支援等で家庭に係わる関係者）

内容 第１回の藤澤先生を再度講師に招いた講演とする。

その他

子ども自身にヤングケアラーの考え方を知ってもらえるよう、中学生を対

象にパンフレットを配布する。
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